
                                                     ２０２５年２月吉日 

会員各位 

                                     一般社団法人群馬大学工業会 さいたま支部 

                   ２０２５年度 群馬大学工業会さいたま支部総会のご案内 

 

皆様方益々のご清栄の事と、お慶び申し上げます。 

さて、２０２５年度の支部年次総会を４月１９日(土)、下記の要領にて開催いたします。 

さいたま支部総会の前に、さいたま支部が属している埼玉県連合支部の総会が開催されます。     

そのため支部総会は、１４時１０分開催となります。 

 本年度の特別講演は、赤羽良一さん(修５１Ｃ)に、「我が国の大学教師と研究体制-職階、学位、資格-」 

について、ご講演いただきます。 

今回の講演会は、会場対面方式とリモート方式の併用型で実施いたします。 

 多くの皆様にご出席いただけますようご案内申し上げます。 

    

                              記 

日時    ２０２５年４月１９日（土）     １４：００～１６：５０ 

会場    浦和パルコ １０Ｆ    さいたま市浦和コミュニテイセンター       第１集会室 

       ＪＲ浦和駅東口 徒歩１分 

内容 １．さいたま支部総会                                  １４：１０～１４：５０  

① 連合支部長挨拶  連合支部、本部の状況など               小西連合支部長 

② さいたま支部２０２４年度活動報告/２０２５年度活動計画案        小西支部長 

③ ２０２４年度決算・監査報告/２０２５年度予算案       吉野財務委員長 長谷川会計監査 

④ さいたま支部から群馬大学基金への２万円寄付の提案         小西支部長 

⑤ 役員人事報告  その他                             小西支部長 

２．特別講演           １５：００～１６：５０ （ 講演後質疑応答  ～１０分 ） 

演題 ：   『我が国の大学教師と研究体制-職階、学位、資格-』                                

      講師 ：    群馬工業高等専門学校名誉教授/元長崎大学教育学部教授                                     

赤羽 良一 氏 (高崎支部  修５１Ｃ)             

３．懇親会                  １７：００～１９：００     

会場    中国料理 Lop-Nor 浦和店（浦和パルコ５Ｆ）    Tel   048-611-8321 

会費    飲み放題コース  ５,０００円 

 

＊準備の都合上、 ４月１１日までに、同封のハガキにてご出席の回答をお願い致します。 

  尚、E-mail にての連絡は kenji.konishi@kme.biglobe.ne.jp 小西宛お願い致します。 

欠席される場合も近況など記載の上ご返信ください。 

以上 

 

群馬大学工業会 さいたま支部長 小西 憲二 

副支部長（総務委員長）  井上 勝己 

副支部長（財務委員長）   吉野 勝三郎 
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2025年度さいたま支部総会(4月 19日） 

 

特別講演会 講演概要 

 

演題： 我が国の大学教師と研究体制 ― 職階、学位、資格 ―  

講師： 群馬工業高等専門学校名誉教授/元長崎大学教育学部教授 

                              赤羽 良一氏（高崎支部  修５１Ｃ） 

 

 「大学が変革期にある」と言われて久しい。しかし、議論の多くは学生への授業に関わる問題であ

って、大学教師のあり方としての制度的にも根本的に重要な、教授や准教授そして助教などの職階

（職位）の問題、そして彼らが持つべき学位とその資格の問題が広く議論されることは少ない。日本

の研究力が落ちているという。もしそうならば、上記の制度的諸問題を考察しその改革を試みない

で、研究力低下を単なる研究費の額と配分の仕方の問題だけに還元してはならだろう。 

 本講演では、大学教師の在り方としての講座制（あるいは研究室体制）、教授等の各職位にある

教師の任用基準と権限、定員、および専門資格などについて、その現状を歴史的経過も含めて考

察し、そこでの将来に向けた諸課題を明らかにすることを試みる。同時に、大きく変化している世界

の大学を念頭において、上記の諸問題に関わる日独米の制度的比較にも論及する。 

 

 

 


